ねんりんピック２０１１熊本　　随行日誌  　 (H23.10.18)
　　　　　　　　　　　　　　　            　　　文責　静岡県選手団　監督　後藤　徹

１０月１４日(金)　出発　　　気分高揚の巻
ふじさん静岡空港13時55分発福岡便に乗り込んだのは第2班の53人。総勢150名余の県選手団を3班に分けて、第1班は8時の福岡行き、3班は15時5分の鹿児島行き。第2班は、空港内で出発式を行い、大いに希望を膨らませ、機上の人に。でも小さな飛行機は困りますね。上空ずっと揺れていましたから。福岡空港は住宅やビルに囲まれており、折からの雨も相俟って、スリリングなテイクオフでした。休む間も無くバスに乗り換えて、九州自動車道を南下。熊本県に入るとようやく雨も止み、夕焼け空に明日への期待が高まる。九州自動車道も困りますね。東名と違い路側帯がないので、すぐに渋滞。
18時に宿舎到着。食事会の席に鹿児島便の選手も間に合い、やれやれでした。

１０月15日(土)　開会式　　　気分最高潮の巻
宿舎から会場まで指呼の距離なのに、全てのバスが一点集中したため大渋滞。

最も近い宿舎なのに、どうしてギリギリの時刻になってしまうのかな。その為ふれあい広場を覗くこともかなわず、とりあえず手荷物を預けて、選手集合所に整列。子供たちと交流会が開かれ、元気を貰う。入場行進曲が掛かった時刻には早や疲労の色濃し。それでも笑顔と足並みを揃えて堂々の行進。フィールドに腰を降ろして、最終列の熊本県の大選手団を待つ。雲行きはどうやら持ちそうだ。式典は粛々と進む。それにしてもこの会場は立派だ。周辺施設も国体の開催に併せて一新されたとのこと。アトラクションを楽しむ間もなく、ダンス選手諸君は計画輸送バスへ乗る為に移動。ここでもふれあい広場を素通りすることとなる。でもバスに乗る頃から、雨が降り出したので、その意味ではラッキー。
監督会議のバスも同じ時刻に同じ方角へ向かう。上天草市とはどんな処かと、胸をワクワクさせていたが、なにせ遠い。しかも狭い一本道。本降りの雨の中、眠ったような海が延々と続く光景に睡魔が襲う。監督会議の会場は、静岡県選手団の宿舎である。これはラッキー。練習時刻が夕食と重なってしまい、一堂に介しての食事が出来ない。やっと背番号を配り、注意事項を確認した後は、明日の健闘を祈り、早めに就寝。
１０月１6日(日)　大会当日　　気力充実の巻　

素晴らしい晴天であるが、景色を眺める余裕もなく会場へ。別棟のテントが更衣場所。１チームの広さは、わずか１坪弱。その中で８人が着替えるので、戦場のよう。入場行進は予め並んだ４７チームが一斉に前進する方式。我がふじさんチームの紹介文はパンフレットに記載されている。心憎いばかりのアイデアだ。上天草市長が誇らしげに歓迎の言葉を述べる。
定刻どおりにチャチャの予選から競技開始。みんなリダンスの屈辱を知らずに2次3次と勝ち進む。結局ラテン種目は最高4次予選まで頑張っていただいた。
そんな中で、ルンバ3位に浜松市の伊藤、西川組、4位に静岡市の水野、水野組が栄冠を手にしたことは快挙である。健闘を称えたい。
スタンダードに替わると、やはり各県とも場馴れしたエース級が出場し、一味違う踊りを見せつけられた。皆必死に食い下がったが、なかなか予選突破は難しい状況であった。

遅い昼食を摂る間もなく、４７チームによる団体戦が始まる。順調に第2次予選をこなし、期待に胸踊らせたが、準決勝のコールには登らなかった。ここで時間が止まり、全ての努力も止まってしまった。アンラッキー。静岡市チームも決勝の声を聴くことはなかった。
ちなみに団体戦の優勝は熊本県Aチーム。まずはエールを贈ろうではないか。
宿舎での夕食会は、全員参加のもと、大いに祝杯を挙げる。みんな楽しそうに今日の出来事を振り返り、喜びに浸っている。４組全てが自分の力を出し切った素晴らしい戦いであったし、飲むほどに酔うほどに話は弾み、また同じメンバーで参加することを固く誓い合った次第である。ふじさんチームの力はあんなものじゃ無いと、改めて知らされた一夜であった。捲土重来を期そうではないか。
１０月１7日(月)　　上天草別離の巻
昨日の喜びと心身の疲れを道連れに、宿舎８時発の計画輸送バスに乗り、各人思い思いの方法で熊本県を後にする。もう少し遅い時間帯のバスが用意されていれば、もっとのんびり天草の自然に溶け込むことができたのに、アンラッキーで残念である。
乱文、雑文なること平に御容赦。
